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私立大学

平成1 6年度入試合格状況

国公立大学

大学 俘xｦ倆"�新卒 

青山学院大 ��"�9 

学習院大 免ﾂ�8 

慶応大 都b�33 

国際基督大 �"�2 

上智大 �3r�16 

中央大 �3b�ll 

津田塾大 ����8 

東京女子大 免ﾂ�7 

東京理科大 涛R�40 

日本女子大 免ﾂ�4. 

明治大 鼎��20 

立教大 �3��22 

早稲田大 ��CB�68 

法政大 �#��ll 

北里大 ��"�4 

芝浦工大 湯�4 

日本大 ��"�3 

東京電機大 釘�1 

私立大計 都���312 

合格者総計 涛3R�443 

大学 俘xｦ倆"�新卒 

宮崎大 �"�0 

熊本大 ���1 

信州大 �"�1 

鳥取大 ���1 

硬島大 ���0 

香川大 ���0 

奈良女子大 ���1 

東京.農工大 ���0 

広島大 ���0 

国立大計 ��湯�122 

茨城県立医療 �"�2 

東京都立大 �2�0 

横浜市立大 �"�2 

岐阜薬大 ���1 

公立大計 ��B�8 

防衛大 �"�0 

防衛医科看護 ���1 

大学校等計 釘�1 

国立短大計 ���0 

私立短大計 ���0 

大学 俘xｦ倆"�新卒 

北海道大 澱�1 

東北大 �#2�13 

茨城大 湯�8 

筑波大 鼎��37 

千葉大 ����7 

お茶の水大 釘�3 

東衷大 �#��20 

東京外語大 �2�2 

東工大 ��R�7 

一楠大 湯�6 

横浜国大 �2�3 

大阪大 �"�1 

京都大 �2�1 

岡山大 �2�1 

山梨大 ���1 

新潟大 �"�1 

富山医薬大 �"�1 

群馬大 �"�0 

東京学芸大 �2�1 

金訳大 ���1 

平
成
十
六
年
度
入
試
報
告

生
徒
減
下
で
合
格
数
九
三
五
に

進
路
指
導
部
長
成
島
義
己

平
成
十
六
年
度
入
試
は
'
理
数
科
廃

止
後
最
初
の
卒
業
学
年
の
大
学
入
試
で

あ
り
､
受
験
者
数
が
減
少
す
る
中
'
こ

れ
ま
で
の
合
格
数
が
維
持
で
き
る
か
が

注
目
さ
れ
ま
し
た
o
結
果
は
東
大
二
九

名
(
新
卒
二
〇
名
)
を
始
め
'
京
都
大

に
三
名
　
(
新
卒
l
名
)
､
一
橋
大
九
名

(
新
卒
六
名
)
､
東
工
大
一
五
名
(
新
卒

七
名
)
　
東
北
大
二
三
名
　
(
新
卒
〓
二

名
)
　
筑
波
大
四
九
名
(
新
卒
三
七
名
)

の
合
格
を
出
し
堂
々
た
る
も
の
で
し

た
｡
東
大
合
格
数
は
'
全
国
公
立
高
中

第
二
位
で
あ
り
ま
す
(
現
役
合
格
数
第

1
位
)
｡
ま
た
､
1
橋
大
の
九
人
は
本

校
初
の
快
挙
で
あ
り
､
本
校
の
輝
か
し

い
実
績
に
新
た
な
一
貢
を
加
え
る
も
の

と
し
て
賞
賛
に
催
し
ま
す
.
筑
波
大
も

引
き
続
き
､
全
国
第
一
位
の
合
格
数
で

す
｡
そ
の
結
果
'
新
卒
生
の
国
立
大
合

格
者
は
昨
年
比
1
名
減
に
留
ま
り
'
1

二
二
と
な
り
ま
し
た
｡
国
公
立
の
合
計

で
は
1
三
〇
と
な
り
'
平
成
十
l
年
度

以
後
で
は
一
番
多
い
数
で
す
｡

私
大
の
方
で
は
慶
応
大
七
六
名
(
新

卒
三
三
名
)
､
早
稲
田
大
一
四
四
名

(
新
卒
六
八
名
)
'
上
智
大
三
七
名
(
新

卒
一
六
名
)
､
東
京
理
科
大
九
五
名

(
新
卒
四
〇
名
)
　
の
合
格
者
を
出
し
ま

し
た
｡
特
に
早
稲
田
大
は
記
録
的
数
字

と
な
り
ま
し
た
｡
早
慶
二
二
〇
　
(
新
卒

一
〇
一
)
　
も
嘗
て
な
い
大
変
な
数
字
で

す
｡

懸
案
の
国
立
大
医
学
部
に
つ
い
て
も

一
九
名
(
新
卒
玉
名
)
　
が
合
格
し
ま
し

た
｡

他
の
私
立
大
等
を
加
え
た
合
格
者
の

総
数
は
九
三
玉
名
(
新
卒
四
四
三
名
)

に
達
し
ま
し
た
｡
本
校
生
の
定
数
減
を

考
慮
す
る
と
'
近
年
で
は
大
変
多
い
数

で
あ
り
'
内
容
的
に
も
充
実
し
て
い
る

と
言
え
ま
す
｡

一
方
'
五
月
l
日
現
在
で
の
新
卒
生

の
進
学
者
数
は
前
年
比
二
名
減
の
一
九

四
名
で
す
の
で
'
進
学
率
六
〇
%
が
ほ

ぼ
達
成
さ
れ
ま
し
た
｡

本
年
も
こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
て
き
た

難
関
大
志
向
が
顕
著
で
'
東
大
二
見
都

大
･
一
橋
大
･
東
北
･
東
工
･
筑
波
大

の
受
験
数
が
全
体
の
七
割
近
く
を
占
め

る
中
ー
合
格
率
も
四
割
台
と
健
闘
し
て

い
る
こ
と
､
前
述
の
私
大
合
格
実
績
が

好
調
な
こ
と
等
が
要
因
と
し
て
あ
げ
ら

れ
ま
す
｡

難
関
国
立
大
を
第
l
志
望
と
し
て
他

は
受
験
し
な
い
か
､
私
立
大
併
願
を
す

る
が
'
早
稲
田
･
慶
応
･
上
智
等
の
大

学
以
外
で
は
合
格
し
て
も
進
学
し
な

い
'
と
い
う
構
図
が
徹
底
し
て
き
て
い

る
中
で
の
進
学
率
の
回
復
と
い
う
大
変

好
ま
し
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
｡

昨
年
度
卒
生
の
方
は
一
六
〇
名
の
う

ち
'
一
三
五
名
が
進
学
し
ま
し
た
｡
東

大
･
京
都
大
･
東
工
大
･
一
橋
大
･
東

北
大
･
筑
波
大
･
早
稲
田
大
･
慶
応
大

お
よ
び
国
立
大
医
学
部
な
ど
へ
多
く
の

合
格
者
が
出
て
い
て
'
雌
伏
一
年
の
苦

労
が
偲
ば
れ
ま
す
が
'
す
べ
て
が
第
一

志
望
を
貫
徹
出
来
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
｡
む
し
ろ
､
第
二
の
策
と
し
て
主

要
私
大
を
併
願
し
'
合
格
を
多
く
勝
ち

取
る
中
で
進
学
先
を
選
ぶ
と
い
う
現
実

的
な
組
み
立
て
を
実
行
し
て
い
る
者
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
.
そ
う
し
た
事
情

を
背
景
に
早
慶
の
合
格
数
は
増
え
た
と

思
わ
れ
ま
す
｡

本
校
生
が
志
を
高
く
保
ち
'
果
敢
に

難
関
大
受
験
に
挑
戦
し
'
合
格
し
て
い

く
の
は
大
変
喜
ば
し
い
限
り
で
､
希
望

に
見
合
う
実
力
養
成
と
い
う
厳
し
い
試

練
が
こ
れ
か
ら
も
続
く
わ
け
で
す
が
'

お
か
げ
様
で
教
師
冥
利
に
つ
き
る
至
福

の
時
を
過
ご
し
て
居
る
と
言
え
ま
す
｡

以
上
ご
報
告
致
し
ま
す
o


